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◎校訓              【めざす生徒像】 
自主（確かな学力）・・・自ら進んで学び、深く考える生徒 

敬愛（思いやる心）・・・礼儀正しく、自他を尊重する生徒 

 健康（健やかな体）・・・命を尊び、心と体を鍛える生徒 

【めざす学校像】 
生 徒…学びたい学校 
保護者…学ばせたい学校 

 教職員…勤めたい学校 

【めざす教職員像】 
学び続ける教職員 

協力し合う教職員 

「我ら西中生」 

「我ら西中教職員」 「学び合う 認め合う 笑顔あふれる学校」 

【教育目標】 

 命を尊び、夢と希望をもち、未来を豊かにたくましく生きる力を身につけた生徒の育成 

 

学校経営の４本柱 

授業力の向上 
・新聞活用を通し
た読み取る力の
育成 

・理由や根拠を明
確にして考える
時間の確保 

・知識や情報を活
用し、問題解決
や新しいアイデ
アを生み出す協
働的な活動の場
の設定 

特別活動の充実 
・自校に誇りが持て
る活動の推進 

・継続的な異学年交
流による自己有用
感の育成と、学校
文化の継承 

生徒指導の充実 
・基本的生活習慣の確立 
・共感的人間関係づくり 
・自己決定の場を設定し、承認と励
ましによる自尊感情の育成 

・「聴く姿勢」で生徒に寄り添う指導 
・「西成中学校区ケータイ・スマホ 3
カ条」の活用や、情報モラル指導
の充実 

・いじめ、不登校の早期発見、早期
対応 

信頼される学校づくり 
・保護者、地域との
連携や協働 

・掲示物、黒板メッ
セージの充実 

・学校公開、各種た
より、学校ウェブ
サイトの充実 

・学校評価を活かし
た教育活動の改善 

・業務の改善と業務
のスリム化による
働き方改革の推進 

本年度の重点目標 

 

① 確かな学力の育成 
・「わかる、できる、身に

つく」授業をめざした

指導の工夫 

・学習のルール・マナー

学習の仕方や、基礎基

本の定着 

・家庭学習の習慣化 

・新聞活用や言語活動の

充実 

・探究的な学習活動の工

夫 

・ＩＣＴ端末や電子黒板

の活用 

・個に応じた学習指導・

支援の充実 

・地域の方から学ぶ会、

職場体験学習、高校説

明会の実施など、3 年

間を見通したキャリア

教育の充実 

② 豊かな心、思いやりの心の育成 
・保護者やＳＣ、心の教室相談員等との連

携による生徒理解と教育相談活動の充実 

・自己肯定感や自己有用感の育成 

・あいさつや時間遵守等の基本的生活習慣

の確立 

・集団や社会とのかかわりを踏まえた人間

関係づくり 

・生徒の「居場所づくり」「絆づくり」を

進める不登校への対応 

・道徳教育、人権教育、情報モラル教育の

充実 

・「西成中いじめ撲滅宣言」「学校いじめ防

止基本方針」に基づいたいじめ対策 

・「我ら西中生」を合言葉に、自校への誇

りをもった生徒の育成 

・朝読書や読み聞かせ等の読書活動の充実 

・「聴く姿勢」を大切にした教育相談活動

の充実 

・国際理解教育の充実 

・環境教育の充実と、美しく潤いのある環

境づくり 

③ 健康で丈夫な体づくり 
・保健体育の授業や部活動の効率化、休日

地域クラブ活動との連携による、健康の

保持増進と体力の向上 

・「早寝・早起き、朝ごはん」「メディアコ

ントロール」等、望ましい生活習慣の定

着 

・食育や健康教育の充実 

・安全教育の充実、けが・事故の防止 

 
④ 信頼される学校づくり 
・現職教育や研修等による指導力向上 

・学校公開、各種たより、学校ウェブサイ

トなどを通した開かれた学校づくり 

・学校評価、学校運営協議会制度を生か

し、小学校、家庭、地域と連携した特色

ある学校づくり 

・安全管理体制の充実、家庭・地域と連携

した安全・安心な学校づくり 

・学校における働き方改革の推進と多忙化

解消にかかわる業務改善 

道徳教育の充実 
・組織的な道徳教育
の研究と、授業改
善の推進 


